
 
《学生総合共済》商品改定の主なあゆみ 

改定時期 主な商品改定の内容 

1981年 
■学生総合共済を開始 

・7日以上⼊院した場合に1日目から保障（病気：750円、事故：1,000円） 

1982年 病気⼊院保障の日額を750円から1,000円に改善 

1983年 
・病気、事故⼊院保障を1口当たり1日目から2,000円保障（2口まで加⼊可） 

・卒業まで㇐括加⼊を開始 

1985年 事故通院保障、⼊院看護費用、扶養者事故死亡保障の新設 

1987年 後遺障害を1級~10級まで拡大 

1991年 

・⼊院手術費用、ギプス当固定期間の保障 

・父母死亡見舞金の新設 

・扶養者事故死亡保障の増額 

1996年 
・病気⼊院保障、事故⼊通院保障、父母死亡見舞金、扶養者事故死亡保障の増額 

・掛金の引き下げ 

1997年 健康保険法の改正による⼊院看護保障特約のとりやめ 

2008年 
（1年の短期共済スタート） 

病気・事故⼊院保障（1万円）、事故通院保障（2,000円）、後遺障害保障の増額 

2014年 
・扶養者事故死亡保障の㇐括支払いを新設 

・父母扶養者死亡保障の増額 

2018年 

・事故通院1日目から保障および固定具保障の見直し 

・こころの早期対応保障、学業復帰支援臨時費用保障、学業継続支援特約の新設 

・ストーカー被害見舞金の開始 

2022年４月 
・全国大学生協共済生活協同組合連合会と日本コープ共済生活協同組合連合会による

ＣＯ･ＯＰ学生総合共済（2022制度）の共同引受を開始 

・《学生総合共済》の実施に伴い、個人賠償責任保険への加入を可能に 

2022年10月 

・包括移転の実施 

全国大学生協共済生活協同組合連合会の解散に伴う日本コープ共済生活協同組合連合

会への包括移転の実施 

・疾病⼊院共済金の1回とみなす再⼊院の取扱いの変更 

・前回⼊院した原因と同㇐疾病で180日以内に再⼊院した場合でも、１回の⼊院の支払

限度日数まで支払った⼊院の退院日翌日から180日を経過して開始した⼊院につい

ては、新規⼊院として取り扱うよう変更 

2023年9月 

・条件付加入制度の見直し・特定疾病加入制度の拡充  

＞ぜんそくに関する条件付加入制度の改善（特定疾病加入制度に変更）  

＞条件付加入制度「吃音症」の追加  

＞特定疾病加入制度「肝機能障害」の追加 ・特定疾病加入制度「脂質異常症・高脂

血症」の加入引受基準緩和 

 

・個人賠償責任保険の改定 

(1)保障範囲の拡大（受託物保障の追加） 

(2)月額保険料を140円から160円に引き上げ 

(3)同性パートナーを配偶者として被保険者の範囲に含める変更 


